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　この度納入した HHOGは，トヨタ自動車株式会社 大口第２部品センターの敷地内にある太陽光発電の電
力を利用して CO2フリー水素を製造します。製造された水素は構内の燃料電池フォークリフトに供給されま
す。この取組みは，愛知県の「低炭素水素認証制度」※の５件目として2021年３月に認定されています。
※愛知県が低炭素社会を見据え，水素の製造，輸送，利用に伴う二酸化炭素の排出が少ない水素を「低炭素
水素」として認証・情報発信しているもの

【概要】
　注 文 主：岩谷産業株式会社
　納 入 先：トヨタ自動車株式会社　大口第２部品センター
　用 　 途：燃料電池フォークリフト（FCFL）
　名 　 称：水電解式水素発生装置（HHOG）
　型 　 式：SH20D－ GⅡ（屋外仕様）
　能 　 力：水素供給量 20 Nm3/h
 水素供給圧力 0.82 MPa
 水素純度 99.999 %
 水素露点 －70 ℃（大気圧下）
　寸 法：2 300 mm W × 6 000 mm L × 2 800 mm H
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ISMIP10 -International Symposium on Mixing in Industrial Processes-
にて当社撹拌翼スイングスター® について発表

　去る2021年11月29日から12月２日にかけて国際学会 ISMIP10が神戸ポートアイランドの神戸大学先端融合
研究環統合研究拠点コンベンションホールにて開催されました。ISMIPは産業プロセスの撹拌研究に関して
３年に１度開催される国際学会です。第10回の今回は1999年の第３回以来の日本開催でしたが，新型コロナ
ウイルス感染拡大の影響で1年延期となり，オンサイトとウェブ上でのオフサイトのハブリッド開催となり
ました。参加者はウェブ参加も含め100名を超え，４日間に渡って活発な議論が展開されました。当社から
は "Mechanical structure and mixing characteristics of SWINGSTIR® reactor" と題して当社撹拌翼スイングスター
について，その特長と構造，また動力特性や混合特性について紹介しました。
  

○スイングスターの特長と構造
　スイングスターは非回転の旋回撹拌方式と回転摺動部の無いフレキシブルシールを採用することで，軸封
部からの摺動屑等のコンタミネーションを無くした当社独自の撹拌機です。またフレキシブルシールは従来
のメカニカルシール等と比べてシンプルな形状で洗浄性にも優れクロスコンタミの防止にも有効です。

○スイングスターの動力特性，混合特性
　スイングスターの撹拌動力は従来の翼回転撹拌と同様の動力式により算出が可能ですが，翼回転撹拌では
翼径を動力算出に用いるのに対し，スイングスターの旋回撹拌では翼径に加え旋回径が重要なパラメータと
なります。特に層流域においては各旋回径で動力数をまとめることで，より高い精度で動力推算が可能な結
果が得られています。
　また混合特性についてはテスト機による混合実験や PIV（Particle Image Velocimetry，粒子画像流速測定法）
を用いた流速測定，CFD（Computational Fluid Dynamics，数値流体力学）解析により，翼径と旋回径に最適
なバランスがあることを示しました。

発表の様子
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○スイングスターの今後
　スイングスターは独自の旋回撹拌方式によりコンタミネーション抑制と撹拌との両立が問題となる医薬分
野等で採用され，培養分野でも高い効率で培養が可能な結果が得られています。今後もスイングスターを含
め，お客様のプロセス開発・改善に役立つ技術開発を進めていきます。

発表資料
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INCHEM TOKYO 2021 プラントショー
　2021年11月17日～ 19日，東京ビッグサイトにて「INCHEM TOKYO 2021」（公益社団法人化学工学会／一
般社団法人日本能率協会主催）が開催され，プロセス機器事業部（神戸製鋼所・神鋼 EN＆Mと一部共同出
展）と水素事業推進室が出展を行いました。
　コロナ禍での開催ではありましたが，当社ブースには，3日間でプロセス機器事業部に約500名，水素事業
推進室に約250名のお客様が来訪されました。
　プロセス機器事業部では「Realize the smart factory」のコンセプトの下，最先端のハイブリッドグラスライ
ニング「HYX（ハイクロス）シリーズ」や撹拌式凍結乾燥機「RHEOFREED®（レオフリード）」，次世代高
効率バッチ反応機「PIリアクター」，神戸製鋼所・神鋼 EN＆Mとの共同出展「GL反応機と積層型多流路
反応機（SMCR®※）との融合の提案」など，生産性向上やカーボンニュートラル，SDGs等の環境負荷低減
への貢献を目指した時代に先駆けた新製品，開発品の紹介を行い，多くのお客様から高い評価をいただけま
した。また既設機器やプロセスの改善に対するお客様から課題やニーズを伺うことができ，今後の製品開発
や営業活動の指針となる有効な情報交換ができました。出展者セミナーでは「高機能化ニーズに応えるグラ
スライニング技術」「撹拌式凍結乾燥機　RHEOFREED®」の2テーマの発表を行い，当社の技術力を PRでき，
有意義な展示となりました。
　水素事業推進室では本展示会の統一テーマ「DXと低炭素技術が拓くイノベーション」の下，当社の低炭
素技術である「高純度水素発生装置 HHOG」の模型を展示しました。来場者の「低炭素技術」への関心が非
常に高く，HHOGを多くのお客様へ PRすることができ，展示会後も来場した企業より低炭素への取組みに
関する引合いを多数いただきました。当社の実績や低炭素社会に向けた現在の取組内容が高く評価され，非
常に満足する出展となりました。

※ SMCR®は㈱神戸製鋼所の登録商標です。

（手前）　　　HYXシリーズ GLサンプル　
（奥左から）　「ラボスケール機」　「オンラインテスト」　「マルチリアクター」
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ブース来場者の様子 撹拌式凍結乾燥機「RHEOFREED®」 「マンホールジェット」と
「フェルキャップ」

SMCR®とのプロセス融合の提案 高純度水素発生装置「HHOG」



42　神鋼環境ソリューション技報　Vol. 18 No. 2（2022／3）

下水道展 ’21大阪に出展
　2021年8月17日 ~20日にインテックス大阪にて，公益社団法人日本下水道協会主催の「下水道展 '21大阪」
に神鋼環境メンテナンスと共同でブースを出展しました。
　今回の下水道展は同協会による“新型コロナウイルス感染予防対策ガイドライン”に基づいた会場全体の
検温・消毒・換気等に加え，出展各社の感染防止に向けた工夫が凝らされたブース展示が行われました。当
社ブースでもご来場のお客様に安心してお越しいただけるようアテンド対応者の体調を毎日チェックし，ブ
ース内の人数を管理してソーシャルディスタンスを確保するなど万全を期して製品 PR・商談に臨みました。
　コロナ禍での開催により下水道展全体の来場者数は例年より少なく約12 000名，うち当社ブースには約400
名が来訪されました。
　今回は低圧損型メンブレン式超微細気泡散気装置「PABIO TUBE」の実物を用いた散気模型水槽，難脱水
対応強化型スクリュープレス脱水機や汚泥燃料化技術についてのパネル展示を行いご来訪のお客様に当社注
力技術についてご紹介しました。同時に開催された下水道研究発表会では環境配慮型創エネ焼却システムに
関する実証研究について発表しました。
　当社ブースにお越しのお客様には感染予防対策においてご不便をおかけしましたが，皆様のおかげをもち
まして無事に展示会を執り行うことが出来ました。ご協力のほど，誠にありがとうございました。


